
　

東
京
都
済
生
会
中
央
病
院

に
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

専
用
病
棟
が
あ
る
。
38
億
年

前
に
地
球
で
生
命
が
誕
生
し

た
と
き
、
火
星
は
地
球
と
同

様
の
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、

火
星
に
も
当
時
生
命
が
い
た

の
で
は
な
い
か
と
予
想
で
き

る
。
そ
の
た
め
に
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ

は
火
星
に
探
査
機
を
送
り
込

ん
で
い
る
。

　

あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も

な
く
、
約
20
万
年
前
に
誕
生

し
た
我
々
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン

ス
の
歴
史
は
感
染
症
と
の
戦

い
で
あ
る
。
人
類
の
平
均
寿

命
は
長
ら
く
、
せ
い
ぜ
い
30

歳
程
度
で
あ
っ
た
。
世
界
の

地
域
に
よ
っ
て
差
は
あ
る
も

の
の
、
１
８
０
０
年
代
後
半

か
ら
人
類
の
平
均
寿
命
は
飛

躍
的
に
延
長
し
た
。

　

日
本
人
女
性
の
平
均
寿
命

は
87
歳
、
男
性
は
81
歳
と
世

界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
あ
る
。

日
本
の
食
事
と
医
療
体
制
が

そ
の
理
由
に
挙
げ
ら
れ
る
。

ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
誕
生
初

期
の
個
体
数
は
５
万
人
程
度

だ
っ
た
が
、
今
や
世
界
人
口

は
78
億
人
で
あ
る
。
こ
の
間

に
、
天
然
痘
、
ペ
ス
ト
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
新
興

感
染
症
、
再
興
感
染
症
、
さ

ま
ざ
ま
な
感
染
症
を
経
験
し

て
き
た
が
、
現
在
人
類
は
地

球
を
支
配
し
て
い
る
。
感
染

症
に
打
ち
勝
っ
て
き
た
と
言

っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
の
歴
史
学
者

ユ
ヴ
ァ
ル
・
ノ
ア
・
ハ
ラ
リ

は
、
人
類
に
認
知
革
命
が
起

き
、
貨
幣
、
国
、
宗
教
な
ど

の
虚
構
を
信
じ
る
こ
と
で
現

在
の
繁
栄
と
衰
退
が
あ
る
と

説
く
。
つ
ま
り
、
現
在
人
類

は
、
清
浄
な
水
と
食
料
の
確

保
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
社
会
へ

の
安
定
供
給
、
地
球
環
境
保

全
、
国
際
間
の
グ
ロ
ー
バ
ル

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
様
々
な

問
題
を
抱
え
て
い
る
。
そ
こ

に
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
だ

が
、
感
染
症
対
策
は
こ
れ
ら

の
問
題
と
無
関
係
で
は
な

く
、
む
し
ろ
密
接
に
関
係
し

て
お
り
、
あ
わ
せ
て
考
え
る

必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
に

は
科
学
と
政
治
の
良
好
な
関

係
が
不
可
欠
で
あ
る
と
痛
感

す
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
控
え

た
東
京
の
総
合
病
院
の
無
床

精
神
科
で
働
く
私
た
ち
は
、

微
力
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
専
用
病
棟
で

の
リ
エ
ゾ
ン
、
有
熱
者
ト
リ

ア
ー
ジ
外
来
と
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
手
伝
い
な
ど
を
通
し
て

引
き
続
き
貢
献
で
き
て
い
る

と
信
じ
た
い
。

（
東
京
都
済
生
会
中
央
病
院
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目
録
、
会
計
事
務
処
理
並
び

に
財
産
管
理
監
査
報
告
が
松

本
純
夫
監
事（
52
回
）に
よ
り

行
わ
れ
た
。
会
計
及
び
会
計

以
外
の
業
務
が
、
法
令
お
よ

び
定
款
に
従
い
適
正
に
行
わ

れ
た
と
監
査
報
告
さ
れ
た
。

　

第
1
〜
3
号
議
案
に
つ
い

て
審
議
が
行
わ
れ
た
。
三
四

会
館
建
設
計
画
に
関
す
る
質

問
が
あ
り
、
武
田
純
三
会
長

か
ら
、
具
体
的
な
計
画
は
決

ま
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
も

継
続
し
て
検
討
す
る
と
回
答

が
あ
っ
た
。
他
に
疑
義
は
な

く
、
議
案
は
承
認
さ
れ
た
。

　

第
４
号
議
案
で
あ
る
令
和

３
年
度
事
業
計
画
（
案
）
が

島
﨑
美
奈
子
副
会
長
（
61

回
）
よ
り
提
案
さ
れ
た
。
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
の
影
響
が
予

測
さ
れ
る
が
、
事
業
内
容
は

例
年
通
り
の
事
業
に
加
え
、

合
同
百
年
記
念
式
事
業
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
た
。

　

第
５
号
議
案
で
あ
る
令
和

３
年
度
会
計
予
算
（
案
）
が

渡
辺
真
純
副
会
長
（
64
回
）

よ
り
提
案
さ
れ
た
。
内
容
は

例
年
通
り
で
あ
る
が
、
三
四

会
百
年
記
念
事
業
費
５
０
０

万
円
を
計
上
し
て
お
り
、
百

年
式
の
動
画
作
成
、
記
念
品

関
連
費
用
等
で
あ
る
こ
と
が

説
明
さ
れ
た
。
ま
た
、
名
簿

発
行
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
支

出
は
増
加
す
る
が
、
百
年
式

典
が
開
催
で
き
る
か
ど
う
か

未
定
で
あ
り
、
そ
の
結
果
に

よ
っ
て
大
き
く
変
わ
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ

た
。

　

第
４
〜
５
号
議
案
に
関
す

る
審
議
が
行
わ
れ
た
。
評
議

員
会
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
に
あ
た

っ
て
、
事
前
に
賛
否
を
問
う

の
で
あ
れ
ば
、
配
布
す
る
資

料
に
お
い
て
丁
寧
な
説
明
が

必
要
だ
ろ
う
と
の
意
見
が
あ

っ
た
。
武
田
会
長
よ
り
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
開
催
形
式
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
強

化
の
中
で
対
応
を
検
討
し
て

い
く
と
回
答
さ
れ
た
。
ま

た
、
学
生
の
支
援
等
に
関
す

る
事
業
計
画
と
予
算
の
整
合

性
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ

た
。
渡
辺
真
純
副
会
長
（
64

回
）
よ
り
、
令
和
2
年
度
は

学
生
か
ら
の
働
き
か
け
が
な

か
っ
た
が
、
依
頼
が
あ
れ
ば

協
力
で
き
る
よ
う
に
令
和
3

年
度
も
予
算
を
確
保
し
て
あ

る
と
回
答
さ
れ
た
。
他
に
疑

義
は
な
く
、
事
業
計
画
及
び

会
計
予
算
は
原
案
通
り
承
認

さ
れ
た
。

　

第
６
号
議
案
で
あ
る
三
四

会
個
人
情
報
保
護
規
定
の
制

定
に
つ
い
て
宮
川
義
隆
理
事

（
70
回
）
よ
り
提
案
さ
れ

た
。
会
員
名
簿
の
発
行
準
備

を
進
め
て
い
る
が
、
変
更
点

と
し
て
、
個
人
情
報
保
護
規

定
に
従
っ
て
個
人
情
報
の
管

理
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。

個
人
情
報
保
護
規
定
は
今
回

の
名
簿
作
成
か
ら
適
用
す
る

予
定
で
あ
る
。
表
紙
は
、
新

し
い
も
の
に
変
更
さ
れ
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

第
６
号
議
案
に
関
す
る
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
遺
族

か
ら
の
希
望
が
あ
っ
て
も
、

物
故
者
の
氏
名
と
卒
年
だ
け

は
名
簿
に
残
し
て
欲
し
い
と

い
う
要
望
が
あ
っ
た
。
宮
川

理
事
よ
り
、
物
故
者
の
氏
名

は
名
簿
に
残
す
方
針
で
あ
る

こ
と
が
回
答
さ
れ
た
。
他
に

質
疑
は
な
く
、
個
人
情
報
保

護
規
定
は
承
認
さ
れ
た
。

　

第
７
号
議
案
と
し
て
、
三

四
会
入
会
者
に
つ
い
て
島
﨑

美
奈
子
副
会
長
（
60
回
）
よ

り
提
案
が
あ
っ
た
。
慶
應
義

塾
大
学
医
学
部
お
よ
び
病
院

で
の
勤
務
経
験
の
な
い
医
師

が
入
会
を
希
望
さ
れ
て
い

る
。
会
則
に
従
っ
て
、
入
会

に
は
理
事
会
お
よ
び
評
議
員

会
で
の
承
認
が
必
要
で
あ
る

が
、
理
事
会
で
は
す
で
に
入

会
が
承
認
さ
れ
て
い
る
と
報

告
さ
れ
た
。

　

第
７
号
議
案
に
関
す
る
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
、
質
疑
は

な
く
、入
会
が
承
認
さ
れ
た
。

　

審
議
終
了
後
、
天
谷
雅
行

医
学
部
長
（
64
回
）
よ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
職
域

接
種
へ
の
協
力
、
ド
ン
ネ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
困
窮
学
生

へ
の
奨
学
金
な
ど
、
三
四
会

か
ら
の
医
学
部
へ
の
支
援
に

対
す
る
謝
意
が
述
べ
ら
れ

た
。
新
病
院
棟
建
設
、
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
流
行
時
に
は
、

長
谷
山
彰
前
塾
長
、
塾
執
行

部
の
皆
様
に
物
心
両
面
で
ご

支
援
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
か

ら
は
伊
藤
公
平
新
塾
長
の
も

と
、
研
究
担
当
の
常
任
理
事

と
し
て
、
北
川
、
山
内
常
任

理
事
と
と
も
に
慶
應
義
塾
の

た
め
に
尽
く
し
て
い
き
た
い

【三四会賞受賞者】　　　　　　　　　　　　　　　
左から、武田会長、尾原君、中本君、天谷医学部長

菅沼連合三田会会長から接種を受ける伊藤塾長

武田会長も接種ボランティアに参加

【三四会奨励賞受賞者】左から、島﨑副会長、小梶副会長、武田会長、楠本君、
 大伴君、菱川君、南宮君、森口君、本郷君、天谷医学部長、渡辺副会長

令和３年度三四会賞受賞者
１．北里賞
　　中本　伸宏（内科学（消化器）教室　77回）
　　「肝臓と消化管を結ぶ腸肝相関を介した肝臓学の統合的理解」
２．北島賞
　　尾原　秀明（外科学（一般・消化器）教室　72回）
　　「外科術後感染の低減を目指した臨床的検討～多職種チームによる介入の成果～」
３．三四会奨励賞
　Ⅰ　臨床医学
　　１）森口　　翔（精神神経科学教室　86回）
　　「�Excess tau PET ligand retention in elderly patients with major depressive disorder」
　　２）本郷　　周（泌尿器科学教室　88回）
　　「�抗癌剤耐性前立腺癌バイオマーカー同定ならびに新規治療戦略としての耐性克服薬の導出」
　　３）南宮　湖（感染症学教室　86回）
　　「�Genome-wide association study in patients with pulmonary Mycobacterium avium complex disease」
　Ⅱ　基礎医学
　　１）戸ヶ崎　和博（内科学（消化器）教室　93回）
　　「Wnt Signaling Shapes the Histologic Variation in Diffuse Gastric Cancer」
　　２）富田　洋平（眼科学教室　85相当）
　　「�Free fatty acid receptor 4 activation protects against choroidal neovascularization in mice」
　　３）大伴　直央（整形外科学教室　90回）
　　「�Genome-wide association study identifies 14 previously unreported susceptibility loci for 

adolescent idiopathic scoliosis in Japanese」
　　４）楠本　　大（循環器内科／予防医療センター　86回）
　　「深層学習による老化スコアリングシステムを用いた抗血管老化薬探索」
　　５）菱川　彰人（内科学（腎臓内分泌代謝）教室　91回）
　　「�Decreased KAT5 Expression Impairs DNA Repair and Induces Altered DNA Methylation in 

Kidney Podocytes」

全
塾
ワ
ク
チ
ン
職
域
接
種
が
順
調
に
ス
タ
ー
ト

　

伊
藤
新
塾
長
の
義
塾
執
行

部
の
発
足
と
ほ
ぼ
同
時
に
、

政
府
か
ら
企
業
や
大
学
を
対

象
と
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
職
域
接
種
に

つ
い
て
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
接
種
券
が
発
行
さ
れ
て

い
な
い
若
者
も
含
め
て
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
推
進
す
る
た
め

の
施
策
で
あ
り
、
し
っ
か
り

と
し
た
名
簿
に
基
づ
い
て
接

種
歴
を
確
認
で
き
る
団
体
に

対
し
て
、
申
請
に
基
づ
い
て

モ
デ
ル
ナ
社
製
の
ワ
ク
チ
ン

が
供
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
伊
藤
塾
長
の
「
コ

ロ
ナ
禍
で
奪
わ
れ
た
塾
生
の

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
奪
還

し
た
い
」
と
い
う
強
い
思
い

と
決
断
の
も
と
我
々
は
慶
應

義
塾
に
お
い
て
も
職
域
接
種

開
始
を
申
請
す
る
こ
と
を
即

決
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
個
人
の
希
望

に
基
づ
く
任
意
の
も
の
で
あ

り
、
接
種
だ
け
で
全
て
を
解

決
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
秋
学
期
、
さ
ら
に

は
２
０
２
２
年
度
に
向
け
て

大
学
の
教
学
機
能
を
取
り
戻

す
大
き
な
一
歩
に
な
る
と
考

え
ま
し
た
。

　

と
は
言
っ
て
も
、
全
塾
の

通
信
教
育
も
含
め
た
学
生
、

非
常
勤
も
含
め
た
教
職
員
と

そ
の
同
居
ご
家
族
、
各
キ
ャ

ン
パ
ス
関
係
者
、
そ
の
他
の

社
会
的
貢
献
枠
も
含
め
る
と

お
よ
そ
５
万
人
が
対
象
と
な

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
患
者
の
診
療
、
新
宿

区
の
住
民
接
種
に
加
え
て
こ

れ
か
ら
始
ま
る
東
京
五
輪
に

お
け
る
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

を
中
心
と
し
た
救
急
医
療
を

担
う
慶
應
義
塾
大
学
病
院
ス

タ
ッ
フ
だ
け
で
こ
れ
を
全
て

賄
う
の
は
到
底
不
可
能
で
あ

り
、
私
自
身
も
途
方
に
暮
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
医
学
部

基
礎
研
究
者
、
三
四
会
、
関

連
病
院
、
看
護
医
療
学
部
、

紅
梅
会
、
薬
学
部
、
Ｋ
Ｐ
会

と
い
う
慶
應
関
連
医
療
従
事

者
の
皆
様
が
す
ぐ
さ
ま
支
援

の
手
を
差
し
伸
べ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
三
田
キ

ャ
ン
パ
ス
を
は
じ
め
と
す
る

事
務
部
門
の
皆
様
が
瞬
く
間

に
動
い
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
ま
さ
に
慶
應
社
中
一
丸

と
な
っ
た
支
援
体
制
で
あ
っ

と
い
う
間
に
接
種
体
制
が
構

築
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
信
濃
町
や
芝
共
立

キ
ャ
ン
パ
ス
に
近
く
、
関
連

病
院
の
一
つ
で
あ
る
済
生
会

中
央
病
院
が
万
が
一
の
時
の

救
急
医
療
を
お
引
き
受
け
く

だ
さ
っ
た
こ
と
で
三
田
南
校

舎
５
階
を
使
用
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
信
濃
町
で
４

５
０
０
名
の
医
療
者
接
種
を

経
験
し
た
病
院
感
染
制
御
部

の
皆
様
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
特

徴
を
熟
知
し
た
管
財
部
な
ど

三
田
事
務
部
門
の
皆
様
が
、

こ
の
会
場
の
理
想
的
な
レ
イ

ア
ウ
ト
を
作
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
総
務
部
が
関
係
省

庁
と
連
携
し
、
学
生
部
、
Ｉ

Ｔ
Ｃ
本
部
が
あ
っ
と
い
う
間

に
素
晴
ら
し
い
予
約
シ
ス
テ

ム
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

６
月
７
日
に
は
「
全
塾
５
万

人
職
域
接
種
」
を
発
表
し
、

伊
藤
塾
長
が
全
塾
に
向
け
た

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
職
域

接
種
解
禁
初
日
の
６
月
21
日

よ
り
、
全
国
17
大
学
の
一
つ

と
し
て
の
職
域
接
種
を
開
始

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

午
前
中
は
薬
剤
師
６
名
、
看

護
師
５
名
が
集
中
的
に
ワ
ク

チ
ン
の
シ
リ
ン
ジ
充
填
を
行

い
、
午
後
か
ら
看
護
師
17
～

22
名
、
医
師
11
名
体
制
で
1

日
１
５
０
０
～
２
０
０
０
名

の
接
種
を
安
全
か
つ
円
滑
に

行
な
っ
て
い
ま
す
。
経
験
豊

富
な
リ
ー
ダ
ー
医
師
、
看
護

師
が
体
調
不
良
者
の
対
応
に

も
万
全
を
期
す
安
全
な
体
制

を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
医
学
部
生
の
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
が
、
同
じ
世
代
の
学

生
諸
君
の
不
安
に
答
え
る
接

種
体
験
談
や
Ｑ
＆
Ａ
を
作
成

し
て
く
れ
た
の
も
大
変
あ
り

が
た
い
こ
と
で
し
た
。
現
時

点
で
学
生
の
接
種
希
望
者
は

70
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
様
々
な
事
情
で
接
種

を
希
望
し
な
い
人
た
ち
に
同

調
圧
力
が
か
か
ら
な
い
よ
う

「
ワ
ク
チ
ン
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
発

信
し
な
が
ら
、「
希
望
者
に

は
、
迅
速
か
つ
安
全
な
接
種

を
行
う
」
こ
と
を
目
指
し
て

進
め
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
6
月
12
日

（
土
）、
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ

ス
東
校
舎
講
堂
で
令
和
３
年

度
三
四
会
定
例
評
議
員
会
が

開
催
さ
れ
た
。
今
回
も
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
が
拡
大
し
て
い

る
現
状
か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
と

な
っ
た
。
評
議
員
総
数
は
２

３
０
名
で
、
委
任
状
提
出
１

４
４
名
、
当
日
の
参
加
者
は

61
名
で
し
た
。

　

長
倉
和
彦
議
長
（
55
回
）

に
よ
る
開
会
宣
言
に
続
き
、

令
和
２
年
度
物
故
会
員
85
名

へ
の
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

　

審
議
に
先
立
ち
、
武
田
純

三
三
四
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ

っ
た
。
5
月
の
塾
長
交
代
に

伴
っ
て
、
慶
應
義
塾
の
常
任

理
事
と
し
て
三
四
会
か
ら
天

谷
雅
行
君
（
64
回
）、
北
川

雄
光
君
（
65
回
）、
山
内
慶

太
君
（
70
回
）
が
選
出
さ
れ

た
。
昨
年
の
三
四
会
百
年
記

念
式
典
は
中
止
と
な
っ
た

が
、
今
年
は
慶
應
義
塾
大
学

病
院
、
慶
應
医
学
会
と
三
者

合
同
百
年
記
念
式
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ

開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。
令

和
２
年
度
事
業
内
容
の
説
明

の
の
ち
、
今
年
度
事
業
と
し

て
名
簿
作
成
を
機
に
個
人
情

報
取
扱
規
定
を
制
定
し
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
強
化
Ｗ
Ｇ
の
活
動
を
予

定
し
て
い
る
こ
と
が
説
明
さ

れ
た
。
ま
た
、
三
四
会
員
の

様
々
な
協
力
に
対
す
る
謝
意

が
述
べ
ら
れ
た
。

　

第
１
号
議
案
で
あ
る
令
和

２
年
度
事
業
報
告
が
古
梶
清

和
副
会
長
（
63
回
）
よ
り
行

わ
れ
た
。
会
員
数
は
９
１
０

６
名
（
他
大
学
出
身
者
２
９

５
９
名
を
含
む
）
で
あ
っ

た
。
三
四
会
百
年
記
念
事
業

で
、
式
典
は
中
止
し
た
が
、

医
学
部
新
聞
の
縮
刷
版
、
百

年
史
、
記
念
品
の
作
成
が
行

わ
れ
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19

関
連
と
し
て
は
、
ド
ン
ネ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
２
０
０
万

円
の
寄
付
を
行
い
、
困
窮
学

生
へ
の
奨
学
金
３
０
０
万
円

を
支
給
し
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

‐
19
の
影
響
で
支
部
活
動
に

支
障
が
出
て
い
る
こ
と
を
受

け
て
、
支
部
長
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
施
行
し
た
。
謝
恩
会

は
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

卒
業
記
念
品
と
し
て
特
製
モ

バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
を
贈
呈

し
た
と
報
告
さ
れ
た
。

　

第
２
号
議
案
で
あ
る
令
和

元
年
度
会
計
決
算
報
告
が
渡

辺
真
純
副
会
長
（
64
回
）
よ

り
行
わ
れ
た
。
収
入
は
例
年

と
大
き
な
差
は
無
い
が
、
支

払
い
方
法
の
多
様
化
に
よ
り

会
費
収
入
は
増
加
し
た
。
支

出
と
し
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
、
連
合
三

田
会
協
力
費
、
会
議
費
等
が

減
少
し
、
結
果
と
し
て
一
般

会
計
は
約
１
０
０
０
万
円
の

黒
字
と
な
っ
た
。
特
別
会
計

（
赤
倉
山
荘
、
三
四
会
館
建

設
、
医
学
部
援
助
金
）
に
つ

い
て
は
、
大
き
な
変
動
は
な

か
っ
た
と
報
告
さ
れ
た
。

　

第
３
号
議
案
で
あ
る
財
産

　

現
在
、
海
外
留
学
を
予
定

し
留
学
先
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
要
請
さ
れ
て
い
る
他
大

学
学
生
、
臨
地
実
習
を
控
え

た
慶
應
以
外
の
医
療
系
学

生
、
地
元
港
区
の
学
校
法
人

の
教
職
員
や
学
生
な
ど
社
会

へ
の
貢
献
を
行
い
な
が
ら
順

調
に
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
ワ
ク
チ
ン
供
給
の

不
足
に
よ
り
、
各
大
学
、
各

企
業
で
予
定
さ
れ
て
い
た
職

域
接
種
の
多
く
が
開
始
の
見

通
し
が
立
っ
て
い
な
い
中

で
、
現
時
点
（
７
月
１
日
）

で
は
慶
應
義
塾
に
お
け
る
職

域
接
種
は
順
調
に
進
ん
で
い

ま
す
。
他
大
学
や
地
域
の
要

請
に
も
可
能
な
限
り
お
応
え

し
な
が
ら
、
一
日
も
早
く
塾

速
報 

次
期
医
学
部
長
に

金
井
隆
典
教
授（
内
67
回
）が
就
任

　

天
谷
雅
行
医
学
部
長
が
常
任
理
事

に
就
任
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
令
和

３
年
7
月
5
日
に
臨
時
教
授
会
が
開

催
さ
れ
、
次
期
医
学
部
長
選
挙
に
て

内
科
学（
消
化
器
）教
室
の
金
井
隆
典

君
が
選
任
さ
れ
た
。
新
医
学
部
長
の

任
期
は
、
令
和
３
年
8
月
1
日
か
ら

令
和
5
年
9
月
30
日
ま
で
と
な
る
。

　

こ
の
た
び
の
職
域
接
種
に
あ
た
っ
て
接
種
支
援

を
お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
先
生
方
に

ご
登
録
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
登
録
が
１
０
０
名
を

超
し
ま
し
た
の
で
、
締
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

記
事
に
も
あ
る
通
り
、
接
種
は
6
月
21
日
よ
り

開
始
さ
れ
て
お
り
、
塾
長
か
ら
も
感
謝
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�

三
四
会
会
長　

武
田
純
三

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
ワ
ク
チ
ン

集
団
接
種
支
援
へ
の
お
礼

慶應義塾大学病院・三四会・慶應医学会
100年合同記念式典・シンポジウム

１部
座　　　長　池田 康夫（慶應義塾大学名誉教授）
　　　　　　戸山 芳昭（慶應義塾大学名誉教授）
シンポジスト　佐々木 淳一（慶應義塾大学医学部救急医学教室教授）
　　　　　　陣崎 雅弘（慶應義塾大学医学部放射線科学教室（診断）教授）
　　　　　　門川 俊明（慶應義塾大学医学部医学教育統轄センター教授）
２部
座　　　長　猿田 享男（慶應義塾大学名誉教授）
　　　　　　末松 誠（慶應義塾大学医学部医化学教室教授）
　　　　　　竹内 勤（慶應義塾大学名誉教授）
シンポジスト　岡野 栄之（慶應義塾大学医学部生理学教室教授）
　　　　　　金子 祐子（慶應義塾大学医学部内科学教室（リウマチ・膠原病）教授）
　　　　　　佐谷 秀行
� （慶應義塾大学医学部先端医科学研究所 遺伝子制御研究部門教授）
３部
座　　　長　相川 直樹（慶應義塾大学名誉教授）
　　　　　　村井 勝（慶應義塾大学名誉教授）
シンポジスト　向井 千秋（東京理科大学特任副学長）
　　　　　　山内 慶太（慶應義塾常任理事）
� （五十音順）
※講演の順番は変更となる可能性がございます。
※�祝花につきましては、お気遣いに感謝しつつも謹んで辞退させていただきます。

お問い合わせ　慶應義塾大学病院総務課
　　　　　　　Tel：03-5363-3611
　　　　　　　E-mail：med-somu-3@adst.keio.ac.jp

慶應義塾大学医学部三四会定例評議員会
令和３年度

～評議員会後に三四会賞表彰式も実施～

と
の
抱
負
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

引
き
続
い
て
、
北
川
雄
光

常
任
理
事
・
前
病
院
長
（
65

回
）
よ
り
挨
拶
が
あ
っ
た
。

医
療
系
全
般
を
担
当
す
る
常

任
理
事
に
就
任
し
た
こ
と
、

ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接
種
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
る
と
と
も

に
、
三
四
会
員
の
協
力
に
対

す
る
謝
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

慶
應
義
塾
大
学
病
院
の
医
師

・
看
護
師
・
薬
剤
師
を
中
心

と
し
て
、
医
師
で
は
関
連
病

院
と
三
四
会
、
看
護
師
と
薬

剤
師
も
各
同
窓
会
組
織
が
協

力
す
る
予
定
で
、
事
務
を
含

め
て
慶
應
義
塾
全
体
を
あ
げ

て
の
事
業
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

星
野
健
副
議
長
（
63
回
）

に
よ
る
閉
会
の
挨
拶
の
後
、

評
議
員
会
は
閉
会
と
な
っ

た
。

　

そ
の
後
、
三
四
会
賞
、
三

四
会
奨
励
賞
の
表
彰
式
が
執

り
行
わ
れ
、
散
会
と
な
っ

た
。

　

2
年
続
け
て
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開

催
で
し
た
が
、
皆
様
の
ご
協

力
の
お
陰
で
無
事
評
議
員
会

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
来
年
は
一
同
に
会
し
て

開
催
で
き
る
よ
う
願
っ
て
い

ま
す
。

（
評
議
員
会
議
長

�

長
倉
和
彦　

55
回
）

生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を

取
り
戻
し
、
社
会
全
体
の
コ

ロ
ナ
終
息
に
向
け
て
貢
献
し

て
参
り
ま
す
。
ご
尽
力
頂
い

て
い
る
全
て
の
皆
様
に
あ
ら

た
め
ま
し
て
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
経
過
報
告
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
常
任
理
事

�

北
川
雄
光　

65
回
）

日　　時　　　2021年9月11日（土）午後2：00～6：20
形　　式　　　Web配信（※参加費無料・事前登録制）
対 象 者　　　�慶應義塾教職員、三四会員、慶應医学会

会員、塾生、近隣医師会会員、
　　　　　　　その他慶應義塾関係者
視聴方法　　　�申込期限までに、QRコードもしくは以

下リンクより事前申し込み登録をお願いします。
　　　　　　　�申込期間終了後、事務局より視聴方法についてご連絡

します。
　　　　　　　https://forms.gle/K3tz9exj6HStFoZRA
申込期限　　　2021年9月3日（金）午後5：00 
式　　典　　　午後2：00～2：40
シンポジウム　午後3：00～6：20


